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いちき串木野市立串木野中学校教頭 

文責 長岡 

Kyo to correspondence 
～当たり前のことを当たり前に～ 

世界が平和でありたい 

 

（毎年この時期は同じ内容を伝えています） 

１２月８日は元ビートルズのジョン・レノン

の命日です。ヴェトナム戦争やアメリカにおけ

る社会的な差別に，具体的な行動をもって抗議

した人物です。この人は自分の“想い”を歌に

して語っていただけであり，その彼が残した詩

のひとつが「イマジン」です。詩をよく読んで

考えるべきところがたくさんあります。学校生

活はどうでしょうか？いじめ・仲間はずれなん

かつまらないじゃない？みんなで仲良くやっ

ていこうよ！ 

 

イマジン Iｍａｇｉｎｅ 

想像してごらん 天国は無い，と 

簡単でしょう？ 

地面の下に地獄も無い 

私たちの上に 空があるだけ 

想像してごらん すべての人間を 

今日を生きている 

想像してごらん 国境の無い世界を 

そんなに難しくないさ 

命を奪う武器も無くて 

宗教の違いも無い 

想像してごらん すべての人間を 

平和に生きている 

僕は夢見人かもしれないけれど 

一人ぼっちじゃないよ 

いつの日か仲間になって 

世界が 1つになる 

想像してごらん 財産の無い世界を 

あなたに出来るだろうか 

欲張りや飢餓の 心配も無い 

人類の兄弟愛 

想像してごらん すべての人間を 

世界を分かち合う 

僕は夢見人かもしれないけれど 

一人ぼっちじゃないよ 

いつの日か仲間になって 

世界が 1つになる 

Imagine there's no heaven  

it's easy if you try  

no hell below us  

above up only sky  

imagine all the people  

living for today...  

Imagine there's no countries  

it isn't hard to do  

nothing to kill or die for  

no religion too  

imagine life in peace... 

Living life in peace 

You may say I'm a dreamer 

But I'm not the only one 

I hope someday you'll join us 

And the world will live as one 

Imagine no possesions  

I wonder if you can  

no need for greed or hunger  

a brotherhood of man  

Imagine all the people  

sharing all the world...  

you may say I'm a dreamer  

but I'm not the only one  

I hope someday you'll join us  

and the world will be as one  
 

今回は教頭先生が「好きな詩」２選ということで裏にも続きます。 

 



  

私の好きな詩 

 

こういう詩があります。よく読んでみてください。 

 

〔雨ニモマケズ〕       宮沢 賢治 

 

雨ニモマケズ  

風ニモマケズ  

雪ニモ夏ノ暑サニモマケヌ 

丈夫ナカラダヲモチ  

慾ハナク 決シテ瞋ラズ  

イツモシヅカニワラッテヰル  

一日ニ玄米四合ト 

味噌ト少シノ野菜ヲタベ  

アラユルコトヲ  

ジブンヲカンジョウニ入レズニ  

ヨクミキキシワカリ  

ソシテワスレズ  

野原ノ松ノ林ノ蔭ノ 

小サナ萱ブキノ小屋ニヰテ  

東ニ病気ノコドモアレバ  

行ッテ看病シテヤリ  

西ニツカレタ母アレバ  

行ッテソノ稲ノ束ヲ負ヒ  

南ニ死ニソウナ人アレバ  

行ッテコハガラナクテモイゝトイヒ  

北ニケンクワヤソショウガアレバ  

ツマラナイカラヤメロトイヒ  

ヒドリノトキハナミダヲナガシ  

サムサノナツハオロオロアルキ  

ミンナニデクノボートヨバレ  

ホメラレモセズ  

クニモサレズ  

サウイフモノニ  

ワタシハナリタイ 

雨にも負けず  

風にも負けず  

雪にも夏の暑さにも負けぬ 

丈夫な体を持ち 

慾はなく 決して瞋らず  

いつも静かに笑っている  

一日に玄米四合と 

味噌と少しの野菜を食べ  

あらゆることを  

自分を勘定に入れずに  

よく見聞きし分かり  

そして忘れず  

野原の松の林の蔭の 

小さな萱ぶきの小屋にいて  

東に病気の子供あれば  

行って看病してやり 

西に疲れた母あれば  

行ってその稲の束を負い  

南に死にそうな人あれば  

行って怖がらなくてもいゝと言い  

北に喧嘩や訴訟があれば  

つまらないから止めろと言い  

一人のときは涙を流し  

寒さの夏はオロオロ歩き  

みんなにデクノ坊と呼ばれ  

褒められもせず  

苦にもされず  

そういう者に  

私はなりたい 

 

今の時代にはとてもつまらない人間にうつるかもしれません。でも私はこういう人間に

なりたいと思っています。 
 

 

 

 

 


